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研修員受入業務完了報告書 

日本造船技術センター 

 

１．報告書内容 

（１）コース概要 

 （a）コースの名称（和文／英文） 

鋼材切断技術研修／Metal Cutting Technology 

 （b）研修期間(来日～離日) 

2016年 1月 11日～ 2月 11日 

 （c）研修員（２人） 

Mr.Marcos Andrade 

Mr.Jose da Silva Junior Aprigio 

 

（２）研修内容 

研修内容については、ブラジル国内の視察結果を踏まえ、事前に日本造船技術センター(SRC)

と委託先（小池酸素）で協議を重ね、日本の造船業を支える自動化技術、特に機能を単純化す

ることで、少ない投資で大きな成果を生み出す技術について、自動化の発想と原理の説明から

機器の操作まで、座学と実技を織り交ぜたカリキュラムとなるよう配慮した。 

又、研修の後半には、切断‣溶接といった要素技術の向上が、造船所に於いて工作法に革新を

もたらしている事例について SRCより紹介するなど、要素技術と造船技術との関連性について

も理解してもらうよう配慮した。 

研修の実施内容については研修依託先より詳細な報告書が提出されているので、別添①を参

照されたい。 

別添① 「業務完了報告書」“小池酸素工業”参照 

 

（３）研修コースに対する所見 

 （a）講義・実習 

研修委託先の“小池酸素工業”は 65歳以上になっても、事業に欠かせない知見、技術を持

つ人材を再雇用する制度があり、今回の研修でも、座学、実習ともにベテランを配してくれた

為、経験豊かな話が聞け、研修生からも好評だった。 

実習では、後に SENAIに供与される機材の操作を中心に研修し、各自に実際に操作をさせて

要領を体で覚えるよう配慮しており、研修生も満足していた。 

 （b）見学 

実習の合間には、供与の対象とはならない大型機や高仕様の機器類のデモンストレーション

を見る機会があり、切断技術の広範囲な知識を習得するのに有効であった。 

 （c）研修期間・配列・内容 

研修期間は JICAの予算で１コース／1ヶ月と決まっていたが、事前に協議したカリキュラ

ムに沿って研修を実施した結果、効率のよい研修ができた。 
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 （d）テキスト・機材・施設 

研修に使用した施設は小池酸素の製品の展示/デモ施設(諸試験,、操作研修にも使用)であっ

た為、機材・施設は充分に揃っている上、テキストについても予め葡語の資料が用意されてお

り申し分ない体制が組まれていた。 

 

（４）研修員 

研修生の４名は R/J州 SENAIの推薦者に対し、事前に SRC及び造船所(KHI)の専門家による

面接を経て選出された人材である。2人はいずれも PE州 SENAIにおいて鋼材加工の技能を教

える Instructorの中から選抜されてきた優秀な人材だけあり、研修に対する熱意も非常に高

く、質問も多く、教える側の日本人講師が感心する程であった。 

 

（５）研修成果の活用 

（a）研修で得られた成果について 

小池酸素で研修した自動機器類は、SENAIには全く導入実績のないものばかりであり、研修

生は皆、新しい技術を身に着けることができた。 

（b）成果の活用方法について 

研修生は帰国後、供与される機材を用いて、まずは同僚である SENAIの教員の操作方法を指

導し、教員が育った後には、生徒を募集し、自動化技術をブラジル国内に普及させる予定。 

 

（６）研修環境 

研修委託先の日本を代表する切断機メーカーであり、多くの日本国内の造船会社が同社の製

品を導入している。 

同社は主幹事業所の敷地内に主要製品の展示と操作訓練を兼ねた施設を有しており、製品の

納入先企業の関係者に製品の操作訓練を提供している。また同社の立地が市街地から離れてい

ることから研修生向けの宿泊施設も自社で所有しており、そこから同社のマイクロバスで通勤

できるなど、本邦研修の受け入れ先として最適な条件を備えている。 

 

（７）その他特記事項 

“小池酸素工業”は海外展開に力を入れている会社で、ブラジル造船業にも製品を納めてい

るので、本プロジェクトにも非常に協力的で、研修以外の生活面でも、あらゆる面でサポート

してもらい、研修員も感動していた。 

 

２．添付資料 

別添① 「業務完了報告書」“小池酸素工業” 
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研修員受入業務完了報告書 

日本造船技術センター 

 

１．報告書内容 

（１）コース概要 

 （a）コースの名称（和文／英文） 

鋼材溶接技術研修／Metal Welding Technology 

（b）研修委託先／研修場所 

株式会社神戸製鋼所／藤沢工場 

 （c）研修期間(来日～離日) 

第 1回：2016年 1月 11日～2月 13日 

第 2回：2016年 2月 15日～3月 15日 

 （d）研修員（３人） 

Mr.Luiz Antonio Marques Brito 

Mr.Joao Carlos da Silva Antonio 

MR.Fabiano Netto Frazao（＊第１回に続き、第２回を受講） 

（２）研修内容 

第１回の研修内容については、ブラジル国内の視察結果を踏まえ、事前に SRCと神戸製鋼で

協議を重ね、日本の造船業を支える自動化技術のうち、比較的安価な自動溶接機器(＝供与機

材)について、自動化の原理の説明から機器の操作まで、座学と実技を織り交ぜたカリキュラ

ムとなるよう配慮した。 

又、研修の後半には、切断‣溶接といった要素技術の向上が、造船所に於いて工作法に革新

をもたらしている事例についての座学を織り込み、要素技術と造船技術との関連性についても

理解してもらうよう配慮した。 

第２回では第１回を履修した３名の内１名に対し、供与機材からは外れたが、造船の自動化

に重要な役割を担っている片面自動溶接機(FCB)を中心に、より高機能な自動溶接機の実習及

び必要な座学の研修を実施した(今後造船所研修の動向によっては他州にも追加実施が可能)。 

研修の実施内容については研修依託先より詳細な報告書が提出されているので、別添①②を

参照されたい。 

別添① 「業務完了報告書 (第１回)」KOBELCO 参照 

別添② 「業務完了報告書 (第２回)」KOBELCO 参照 

（３）研修コースに対する所見 

 （a）講義・実習 

研修委託先の“神戸製鋼所”は海外に向けて多くの技術情報を発信している企業であり、今

回の研修でも、座学、実習ともに豊富な資料と教材による研修が準備されており、研修生から

も好評だった。 

実習では、後に SENAIに供与される機材の操作を中心に研修し、各自に実際に操作をさせて

要領を体で覚えるよう配慮しており、研修生も満足していた。 
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 （b）見学 

実習の合間には、供与の対象とはならない大型機や高仕様の機器類のデモンストレーション

を見る機会があり、溶接技術の広範囲な知識を習得するのに有効であった。 

第１回では最寄りの造船所である“住友重工横須賀造船所”の見学を織り込み、素技術と造

船技術との関連性についても理解してもらうよう配慮した。 

 

 （c）研修期間・配列・内容 

研修期間は JICAの予算で１コース／1ヶ月と決まっていたが、事前に協議したカリキュラ

ムに沿って研修を実施した結果、効率のよい研修ができた。 

 （d）テキスト・機材・施設 

研修に使用した施設は神戸製鋼の製品の諸試験を行うラボであった為、機材・施設は充分に

揃っている上、テキストについても予め葡語の資料が用意されており申し分ない体制が組まれ

ていた。 

（４）研修員 

研修生の３名は R/J州 SENAIの推薦者に対し、事前に SRC及び造船所(KHI)の専門家による

面接を経て選出された人材である。３人はいずれも RJ州 SENAIにおいて鋼材加工の技能を教

える Instructorの中から選抜されてきた優秀な人材だけあり、研修に対する熱意も非常に高

く、質問も多く、教える側の日本人講師が感心する程であった。 

（５）研修成果の活用 

（a）研修で得られた成果について 

神戸製鋼で研修した自動機器類は、SENAIには全く導入実績のないものばかりであり、研修

生は皆、新しい技術を身に着けることができた。 

（b）成果の活用方法について 

研修生は帰国後、供与される機材を用いて、まずは同僚である SENAIの教員の操作方法を指

導し、教員が育った後には、生徒を募集し、自動化技術をブラジル国内に普及させる予定。 

（６）研修環境 

研修委託先の日本を代表する溶接機材メーカーであり、多くの日本国内の造船会社が同社の

製品を導入している。 

同社は藤沢事業所の敷地内に自社製品の開発用に大規模な実験設備を有しており、多種類の

溶接機が揃っている。また同社の立地が大船の市街地から近く、今回宿所とした駅前のホテル

から市営バスで１５分程度通勤できるなど、本邦研修の受け入れ先として様々な条件を備えて

いる。 

（７）その他特記事項 

“神戸製鋼所”は海外展開に力を入れている会社で、ブラジル造船業にも製品を納めている

ので、本プロジェクトにも非常に協力的で、研修以外の生活面でも、あらゆる面でサポートし

てもらい、研修員も感動していた。 
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２．添付資料 

別添① 「業務完了報告書(第１回)」KOBELCO 

別添② 「業務完了報告書(第２回)」KOBELCO 
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日本造船技術センター 殿 

溶接技術に関する国内研修（第 1 回） 

業務完了報告書

2016 年  2 月 10 日 

㈱神戸製鋼所 営業部 海外営業室 

資料５－４－①
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1. 場所 

a) 会社名：株式会社神戸製鋼所 藤沢工場 

b) 住所： 〒251-8551 神奈川県藤沢市宮前 100-1  

c) 電話： 03-5739-6331（担当部署：溶接事業部 営業部 海外営業室）  

 

2. 日程 

第一回：2016 年 1 月 14 日～2 月 10 日  

「すみ肉台車＆片面半自動及びＳＥＧコース」 

 

3. 研修者（会社名：SENAI : SERVICO NACIONAL DE APRENDIZAGEM  

INDUSTRIAL） 

a) Mr. Luiz Antonio Marques Brito 

b) Mr. Joao Carlos da Silva Antonio 

c) Mr. Faniano Netto Frazao 

・通訳 JICA : 前田 武氏 

・弊社研修監理員：1)橋本 哲哉 2) 雨谷 厚志 

  

4. 研修内容 

a) 「すみ肉台車＆片面半自動及びＳＥＧコース」 

番 項目 到達目標 

１ オリエンテーション 安全意識の徹底 

２ すみ肉台車・片面半自動（導入） 設備の構造、機能、溶接施工法の理解 

３ すみ肉溶接①(gap 有・無）脚長 6 ㎜ 標準的なすみ肉自動溶接の習得 

４ すみ肉溶接②(すみ肉専用ワイヤ）脚長 9 ㎜ 高速すみ肉の習得 

5 すみ肉溶接③(立向専用ワイヤ） 傾斜すみ肉溶接の習得 

6 すみ肉溶接④(欠陥の種類と対策） 欠陥防止の理解 

7 片面半自動①（下・立・横向＊裏当材） 片面半自動溶接の基本 

8 片面半自動②（立向専用ワイヤ＊裏当材） 片面半自動溶接の応用 

9 片面半自動③（gap 有の場合） 片面半自動溶接の応用 

10 片面半自動④（溶接後の検査 X 線） 溶接評価の習得 

11 片面半自動⑤（溶接後の検査 マクロ試験） 溶接評価の習得 

12 SEG（導入・構造説明） EGW の基礎 

13 SEG①（標準条件） EGW の基礎 

14 SEG②（gap 広・狭） EGW の応用 

15 SEG③（厚板） EGW の応用 
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16 SEG④（溶接後マクロ試験） EGW 溶接の評価 

17 SEG⑥（板厚差 有） EGW の応用 

18 SEG⑦（SEG メンテナンス） EGW 機材のメンテナンス知識 

19 全体纏め、Q & A 溶接評価の報告書作成 

 

5. 研修内容 

(ア) オリエンテーション ： 1 月 14 日 

① 挨拶、自己紹介 

② 事業所案内（神戸製鋼所会社案内、藤沢工場案内） 

③ 安全講習、溶接材料工場見学 

④ 造船向け FCW（座学） すみ肉専用ワイヤ・EGW 自動溶接・片面半自動溶接 

 

     

開発部長の挨拶           講義：造船用溶接材料総論 

   

通訳の前田氏の説明も簡潔明瞭      歓迎会。Mr.Antonio が人生で 2 回目の魚を 

食べた（１回目は自分で釣った魚だそうです） 
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（イ） すみ肉溶接：1 月 15 日～1 月 20 日 

 

（１） すみ肉台車(WELHANDY)に於ける溶接の実習 

      

    組立溶接（仮付）        Mr. Luis の半自動溶接の技量が高い事が 

一目で分かる 

 

     

すみ肉台車装置説明           すみ肉台車セッティング 

     

すみ肉台車セッティング（3 人順番で実習)    
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すみ肉溶接  使用ワイヤ：MX-200 電流：300A-32V-40cpm 

 

（２） すみ肉台車溶接の SENAI の研修生 3 名の感想 

① 合理的で実習の流れが良い。 

② 神戸製鋼が選んだ研修項目、内容は良くて、充実していた。 

③ 質問に対しての講師の回答は明確で、良く理解出来た。 

④ カリキュラムに無いことも実習に応じてくれて、とても感謝している。 

 （例：全て型通りにではなく、フレキシビリティもたらしてくれたことはありがたい。 

実習への理解を深めるために、カリキュラムを柔軟に見直し、色々なトライが出来た） 

⑤ 用意して頂いた MX200 & DW100 の溶接条件を変えることで、ワイヤ特性やビード

外観の変化など特徴を理解出来た。 

⑥ DW100 は低電流でも溶接が安定するワイヤであることを実感。 

⑦ 全ての疑問に対し講師の皆様が丁寧に説明してくれて、とても好印象。 

 

（３） 講師から研修生へのコメント： 

① 教えたことを覚えるには、どんどん機械を触ること。自分でやってみるのが一番の近道。 

② LUIS さんからのカリキュラムにない項目をやってみたいとの提案はとても評価できた 

（通常は希望が無ければ、計画通り進めるので、教えたことがどこまで吸収できたか講 

師側は分かり辛い。） 
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（ウ）片面半自動溶接：1 月 21 日～1 月 27 日 

 

    

片面半自動溶接 仮付け中        片面半自動溶接、立向上進溶接 

                      ワイヤ：DW-100V 裏当て材：FBB-３ 

 

        

片面半自動溶接、下向溶接                  片面半自動溶接、水平溶接 

ワイヤ：DW-100、裏当て材：FBB-3    ワイヤ：DW-100、裏当て材：FBB-3 

 

（エ）SEGARC 溶接法：1 月 28 日～2 月 10 日 

 

    

SEG 装置説明            SEG 装置セッティング 
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SEG 溶接                          SEG メンテナンス講習 

ワイヤ：DW-S43G、裏当て材：KL-4           

 

（オ） 2 月５日 追加カリキュラム（座学） 造船業における実践的技術知識習得 

① 造船業における溶接技術 

② 日本の造船所における溶接技術動向 

③ 鋼材の性質と加工技術 

④ 鋼材加工精度の向上と工作法の変遷 

 

 

（カ）2 月 8 日 PM  住友重機械ﾏﾘﾝｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱の造船所(SHI-ME)の見学 

    (カリキュラム外) 

      研修生 3 名の感想 

① カリキュラム外にも関わらず、造船所の見学を実現してくれて、大変感謝している。 

素晴らしい計画であります。 

② 造船所の工程を間近で見ることができ、大変良かった、素晴らしい視察が出来感謝し 

ております。 

③ 神戸製鋼でポータブル自動溶接機 WELHANDY や SEGARC を実習後、現場で実際 

  に使われているのを見ることが出来たのでとても良かった。 
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（キ）２月１０日（水） 最終日：修了式 

 

修了証明書を手に記念撮影 

 

６．まとめ 

 （１）理解度の確認 

① 毎日、講習終了後、各受講者が「理解度チェックシート」へ記載。 

② 詳細は添付資料をご参照ください。 

 

（２） 理解度を高める工夫 

① 受講者からの追加要望は翌日以降の研修に速やかに反映した。 

② 受講者の技術レベルと習熟度に合わせて、カリキュラムを柔軟に修正。 

実演では溶接条件を大幅に追加し、条件変化による溶接結果の違いを体感し、理論を 

より深く理解する一助とした。 

 

（３） 当初計画からの追加点 

① 住友重機械工業株式会社殿 追浜造船所を見学 

 ・同社 OB の当社社員が引率。 受講者からは大好評であった。 

② 実践的な造船技術の講義を追加 

 ・島宗主幹、当社山下にて追加実施。 

研修で修得した溶接知識を造船業で応用するための良い参考になったと好評。 

 

以上 



資料５－４－②
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研修員受入業務完了報告書 

日本造船技術センター 

１．報告書内容 

（１）コース概要 

 （a）コースの名称（和文／英文） 

造船品質管理研修／Quality Control in Shipbuilding 

 （b）研修期間(来日～離日) 

2016年 2月 15日～ 3月 18日 

 （c）研修員（２人） 

Mr.Joao Carlos da Silva Antonio 

Mr.Fillipi Ribeiro Alencar 

 

（２）研修内容 

本研修は生産性向上に不可欠な「品質管理」に関する研修であり、実用技術であることから

造船現場での研修が不可欠となる。川崎重工は国内大手造船会社であり、同社の伯国提携先の

EIN社が RJ州にある造船所も利用している関係で、RJ州の研修の一部を委託した。 

「品質管理」は非常に広範な技術分野であるが、RJ州は本研修以外には切断、溶接という

基本技術に特化した研修を選択している。従って品質管理に関しても切断(加工精度)、溶接に

関係深い「検査技術」を中心とした現場研修を実施することで、基礎技術に特化したコースの

組合せが実現でき、プロジェクトの目標達成の１つのモデルとなることが期待される 

研修の実施内容については研修依託先より詳細な報告書が提出されているので、別添①を参

照されたい。 

別添① 「業務完了報告書」“川崎重工業”参照 

 

（３）研修コースに対する所見 

 （a）講義・実習 

研修委託先の“川崎重工業”は自社の海外出資先造船所の現地採用職員の日本での研修を長

年に亘り実施しており、ブラジルも既に 100人近い実績がある。そのため、講師、教材、通訳

等、研修に必要なノウハウが蓄積されており、安心して研修を委託することができた。 

今回の研修でも、座学、実習ともにベテラン講師により経験豊かな話が聞け、研修生からも

好評だった。実習では、造船で扱う非破壊検査を中心に研修し、研修生の希望を取り入れ、実

技を織り交ぜるなどの配慮もあり、研修生も満足していた。 

 （b）見学 

品質管理部門は船の建造工程全般の情報が集まる部署であり、ここの職員と所内を廻ること

は、単なる部外者用見学コースとは違った‟船の建造工程”全体を見聞することができ、造船

所研修の目的に最適な見学が実施されたと言える。 

 （c）研修期間・配列・内容 

資料 5-5 
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研修期間は JICAの予算で１コース／1ヶ月と決まっていたが、事前に協議したカリキュラ

ムをベースに、研修生の要望により適宜修正を加えながら研修を実施した結果、効率のよい研

修ができた。 

 （d）テキスト・機材・施設 

外国人研修には経験豊富な川崎重工といえども、非破壊検査の研修は過去にも実績がなく、

従って葡語の資料も少なかったことから、研修員からは葡語資料の充実を期待する意見が出た。 

 

（４）研修員 

研修生の２名は、いずれも RJ州 SENAIにおいて鋼材加工の技能を教える Instructorの中か

ら選抜されてきた優秀な人材だけあり、研修に対する熱意も非常に高く、質問も多く、教える

側の日本人講師が感心する程であった。 

 

（５）研修成果の活用 

（a）研修で得られた成果について 

RJ州では本研修に参加する２名以外は製造機メーカーにおいて「切断」「溶接」分野の研

修を行う。これらの成果に加えて本研修に参加する２名が、その品質を確保する実用技術を身

に着けることで、この州が力を入れている造船の基礎技術の分野に限定はするが「自己管理能

力」を有する教育機関として、同僚、生徒等に技術が継承されることが期待される。 

（b）成果の活用方法について 

研修生は帰国後、既に SENAIが保有する検査機材を用いて、まずは同僚である SENAIの教員

に造船検査への適用方法を指導し、教員が育った後には、生徒を募集し、検査技術をブラジル

国内に普及させる予定。 

 

（６）研修環境 

研修委託先の“川崎重工業”は日本を代表する造船所であり、多くの外国人研修生が構内で

研修している。 また同社の立地が市街地から離れていることから研修生向けの宿泊施設も自

社で所有しており、そこから同社のマイクロバスで通勤できるなど、本邦研修の受け入れ先と

して最適な条件を備えている。 

 

（７）その他特記事項 

“川崎重工業”は海外展開に力を入れている会社で、ブラジル造船業にも出資しているので、

本プロジェクトにも非常に協力的で、研修以外の生活面でも、あらゆる面でサポートしてもら

い、研修員も感動していた。 

 

２．添付資料 

別添① 「業務完了報告書」“川崎重工業” 

 

以上 
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研修員受入業務完了報告書 

日本造船技術センター 

 

１．報告書内容 

（１）コース概要 

 （a）コースの名称（和文／英文） 

鋼材溶接技術研修／Metal Welding Technology 

（b）研修委託先／研修場所 

株式会社神戸製鋼所／藤沢工場 

 （c）研修期間(来日～離日) 

第 3回：2016年 5月 9日～6月 9日 

 （d）研修員（2人） 

Mr.CÂNDIDO MENDES Alexandre Bernardo 

Mr.ELIZIARIO DA SILVA Dornelles Nanini 

 

（２）研修内容 

第３回の研修内容については、第１回、第２回の反省点を反映し、さらに造船所研修に目途

が立たない状況を考慮して、短期間に多くの溶接方法、自動機材に触れられるメニューに改善

し研修を実施した。 

又、研修の後半には、切断‣溶接といった要素技術の向上が、造船所に於いて工作法に革新

をもたらしている事例についての座学を織り込み、要素技術と造船技術との関連性についても

理解を深めるよう配慮した。 更には近隣の住友重工業横須賀造船所の見学を実施し、実際の

現場を確認する機会を設けた。 

研修の実施内容については研修依託先より詳細な報告書が提出されているので、別添①を参

照されたい。 

別添① 「溶接技術研修（第３回）業務完了報告書」KOBELCO 参照 

 

（３）研修コースに対する所見 

 （a）講義・実習 

研修委託先の“神戸製鋼所”は海外に向けて多くの技術情報を発信している企業であり、今

回の研修でも、座学、実習ともに豊富な資料と教材による研修が準備されており、研修生から

も好評だった。 

実習では、後に SENAIに供与される機材の操作を中心に研修し、各自に実際に操作をさせて

要領を体で覚えるよう配慮しており、研修生も満足していた(供与は中止→(5)参照)。 

 （b）見学 

実習の合間には、供与の対象とはならない同社の大型機や高仕様の機器類のデモンストレー

ションを見る機会があり、溶接技術の広範囲な知識を習得するのに有効であった。 

資料 5-6 
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第３回では最寄りの造船所である“住友重工横須賀造船所”の見学を織り込み、要素技術と

造船技術との関連性についても理解してもらうよう配慮した。 

 （c）研修期間・配列・内容 

研修期間は JICAの予算で１コース／1ヶ月と決まっていたが、事前に協議したカリキュラ

ムに沿って研修を実施した結果、効率のよい研修ができた。 

 （d）テキスト・機材・施設 

研修に使用した施設は神戸製鋼の製品の諸試験を行うラボであった為、機材・施設は充分に

揃っている上、テキストについても予め葡語の資料が用意されており申し分ない体制が組まれ

ていた。 

 

（４）研修員 

研修生の２名は PE州 SENAIの推薦者に対し、事前に SRC及び造船所(IHI/JMU)の専門家によ

る面接を経て選出された人材である。２人はいずれも PE州 SENAIにおいて鋼材加工の技能を

教える Instructorの中から選抜されてきた優秀な人材だけあり、研修に対する熱意も非常に

高く、質問も多く、教える側の日本人講師が感心する程であった。 

 

（５）研修成果の活用 

（a）研修で得られた成果について 

神戸製鋼で研修した自動機器類は、SENAIには全く導入実績のないものばかりであり、研修

生は皆、新しい技術を身に着けることができた。 

（b）成果の活用方法について 

研修生は帰国後、供与される機材を用いて、まずは同僚である SENAIの教員の操作方法を指

導し、教員が育った後には、生徒を募集し、自動化技術をブラジル国内に普及させる予定。 

注）機材の供与は中止になったが、研修員からは SENAIからの調達も検討したいとのコメン

トがあった。 

 

（６）研修環境 

同社は藤沢事業所の敷地内に自社製品の開発用に大規模な実験設備を有しており、多種類の

溶接機が揃っている。また同社の立地が大船の市街地から近く、今回宿所とした駅前のホテル

から市営バスで１５分程度通勤できるなど、本邦研修の受け入れ先として様々な条件を備えて

いる。 

 

（７）その他特記事項 

“神戸製鋼所”は海外展開に力を入れている会社で、ブラジル造船業にも製品を納めている

ので、本プロジェクトにも非常に協力的で、研修以外の生活面でも、あらゆる面でサポートし

てもらい、研修員も感動していた。 

 

２．添付資料 

別添① 「溶接技術研修（第３回）業務完了報告書」KOBELCO   
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